
平成２３年度第２回
箕面市国民健康保険運営協議会

平成２４年２月８日

箕面市市民部国保年金課

収納整理担当

箕 面 市
緑豊かな北大阪都市みのお



内容

1111.... 平成平成平成平成２４２４２４２４年度実施年度実施年度実施年度実施のののの制度改正制度改正制度改正制度改正

2222. . . . 医療費医療費医療費医療費のののの都道府県単位化都道府県単位化都道府県単位化都道府県単位化についてについてについてについて

制度改正制度改正制度改正制度改正についてについてについてについてⅡⅡⅡⅡ....

平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度のののの国民健康保険料国民健康保険料国民健康保険料国民健康保険料とととと基金基金基金基金についてについてについてについてⅠⅠⅠⅠ....

箕 面 市
緑豊かな北大阪都市みのお

（１）脳卒中の医療費の分析

（２）調剤の医療費の分析

収納対策収納対策収納対策収納対策ⅢⅢⅢⅢ....

1.1.1.1. 平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度のののの国民健康保険料国民健康保険料国民健康保険料国民健康保険料のののの考考考考ええええ方方方方

2.2.2.2. 国民健康保険財政調整基金国民健康保険財政調整基金国民健康保険財政調整基金国民健康保険財政調整基金のののの運用運用運用運用

3.3.3.3. モデルモデルモデルモデル世帯世帯世帯世帯のののの平成平成平成平成２４２４２４２４年度保険料年度保険料年度保険料年度保険料のののの見込見込見込見込

4.4.4.4. 所得所得所得所得にににに占占占占めるめるめるめる保険料保険料保険料保険料のののの割合割合割合割合

医療費分析医療費分析医療費分析医療費分析Ⅳ....

1.1.1.1. 医療費分析医療費分析医療費分析医療費分析についてについてについてについて

2.2.2.2. 医療費医療費医療費医療費のののの府内府内府内府内のののの市町村市町村市町村市町村とのとのとのとの比較比較比較比較

1.1.1.1. 平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度のののの納付催告納付催告納付催告納付催告のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

2.2.2.2. 現年度分現年度分現年度分現年度分のののの月別収納額月別収納額月別収納額月別収納額・・・・収納率収納率収納率収納率

3.3.3.3. 滞納分滞納分滞納分滞納分のののの月別収納額月別収納額月別収納額月別収納額・・・・収納率収納率収納率収納率

4.4.4.4. 現年分収納率現年分収納率現年分収納率現年分収納率のののの状況状況状況状況

5.5.5.5. 滞納分収納率滞納分収納率滞納分収納率滞納分収納率のののの状況状況状況状況



Ⅰ.平成24年度の国民健康保険料と基金について
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1.平成24年度国民健康保険料の考え方

Ⅰ．平成24年度の国民健康保険料

・平成２４年度の国民健康保険料については、平成２２年度の国保運営協議会の答申に基づく運営方

針により、国基準保険料総額（繰入後）の９７９７９７９７％％％％をををを確保確保確保確保しますしますしますします。。。。

（参考）平成２３年度以降の保険料賦課について（答申より）

【単年度赤字の解消方法の説明】

　 ○各年度の国基準保険料総額（繰入後）を計算し、原則３年間で単年度赤字を解消す

　　 ることとし、次の範囲内で制度運用を行う。

　　 ・各年度の賦課時に計算した国基準保険料総額（繰入後）に表１の負担緩和率を乗

　　　 じた額を各年度の「保険料として賦課する額（以下、「賦課額」という）とする。

　　　 　　　 　　　 　　　 表表表表１１１１：：：：各年度各年度各年度各年度のののの負担緩和率負担緩和率負担緩和率負担緩和率

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

国基準保険料総額（繰入後）に

適用する負担緩和率
97% 100%94%

４



・平成２２年度のように、交付金が概算で一時的に過大交付され

ると、次年度以降に過大交付分の返還が必要です。

また、当年度に過小な概算交付があった場合や、医療費の増加

が見込みを上回ったことなどによって起こる単年度赤字に対し

て基金を活用し、国保会計の年度間調整を行います。

2. 国民健康保険財政調整基金の運用

Ⅰ．平成24年度の国民健康保険料

年度間調整の規模

・国民健康保険財政調整基金は、国保の会計年度間における財政の調整を図ることを目的とし、平成

２２年度の単年度黒字額分（約２．１億円）を積み立て、平成２３年６月に創設しました。

・交付金の過大交付等に伴う年度間の調整に必要な額は、最大で

約６～７億円の規模になります。年度間調整に対応できるよう

積み立て、収支の均衡を図ります。

基金活用のポイント

年度間調整の必要額
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・返還や追加交付などの年度間調整は本来、保険料を増減させる

ことで対応しますが、基金を活用することにより、保険料の年

度間の調整にもつながります。

年度間調整と保険料

５※過去実績の最大値→過小交付等6.8億円（H21年度）



3. モデル世帯の平成24年度保険料の見込

Ⅰ．平成24年度の国民健康保険料

1.1.1.1.箕面市箕面市箕面市箕面市のののの平成平成平成平成23232323････24242424年度年度年度年度のののの保険料保険料保険料保険料のののの比較比較比較比較 2.2.2.2.平成平成平成平成2222３３３３年度年度年度年度のののの他市保険料他市保険料他市保険料他市保険料とのとのとのとの比較比較比較比較

・一人当たりの平均保険料は97,706円から100,007円と
なり、2,301円の増となる見込です。

・近隣３市では箕面市の保険料が一番低額になっています。

箕面市 豊中市 池田市

33万円 約98万円 20,520 23,566 23,988

208万円 約323万円 251,975 288,552 314,985

400万円 約567万円 453,383 518,952 572,841

600万円 約800万円 657,651 758,247 770,000

800万円 約1,021万円 770,000 770,000 770,000

1,000万円 約1,231万円 770,000 770,000 770,000

23年度
総所得

１人世帯

収入額
（概算）

24年度見込 23年度

箕面市 豊中市 池田市

33万円 約98万円 62,100 61,817 68,322

208万円 約323万円 390,575 416,055 462,766

400万円 約567万円 591,983 646,455 708,669

600万円 約800万円 758,654 770,000 770,000

800万円 約1,021万円 770,000 770,000 770,000

1,000万円 約1,231万円 770,000 770,000 770,000

24年度見込 23年度 23年度

４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）

総所得
収入額
（概算）

23年度 24年度見込 差
（１） （２） （２）－（１）

33万円 約98万円 19,890 20,520 630

208万円 約323万円 238,500 251,975 13,475

400万円 約567万円 427,428 453,383 25,955

600万円 約800万円 624,228 657,651 33,423

800万円 約1,021万円 762,568 770,000 7,432

1,000万円 約1,231万円 770,000 770,000 0

総所得

１人世帯

収入額
（概算）

23年度 24年度見込 差
（１） （２） （２）－（１）

33万円 約98万円 60,021 62,100 2,079

208万円 約323万円 372,270 390,575 18,305

400万円 約567万円 561,198 591,983 30,785

600万円 約800万円 732,158 758,654 26,496

800万円 約1,021万円 770,000 770,000 0

1,000万円 約1,231万円 770,000 770,000 0

４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）

総所得
収入額
（概算）

６



4. 所得に占める保険料の割合

Ⅰ．平成24年度の国民健康保険料

保険者名

1 泉 南 市 20.02%
2 寝 屋 川 市 19.65%
3 貝 塚 市 18.43%
4 泉 佐 野 市 18.12%
5 阪 南 市 17.63%
6 藤 井 寺 市 17.19%
7 和 泉 市 16.92%
8 堺 市 16.85%
9 東 大 阪 市 16.79%

10 松 原 市 16.79%
11 守 口 市 16.69%
12 門 真 市 16.41%
13 富 田 林 市 16.40%
14 高 石 市 16.23%
15 大 阪 市 16.21%
16 大 東 市 16.18%
17 柏 原 市 16.02%
18 泉 大 津 市 15.98%
19 八 尾 市 15.74%
20 四 條 畷 市 15.67%
21 岸 和 田 市 15.29%
22 大阪狭山市 15.22%
23 河内長野市 14.23%
24 摂 津 市 13.88%
25 枚 方 市 13.80%
26 交 野 市 13.10%
27 高 槻 市 12.92%
28 池 田 市 12.91%
29 豊 中 市 12.75%
30 茨 木 市 12.59%
31 羽 曳 野 市 12.51%
32 吹 田 市 10.96%
33 箕 面 市 9.87%

所得に占める
保険料の負担
割合

・平成２１年度、平成２２年度と保険料率の見直し等を行ってきましたが、所得に占める保険料
の割合は、依然として府内では最低水準です。

平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度
一人一人一人一人あたりあたりあたりあたり所得所得所得所得にににに占占占占めるめるめるめる保険料保険料保険料保険料のののの割合割合割合割合のののの順順順順

平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度
一人一人一人一人あたりあたりあたりあたり所得所得所得所得にににに占占占占めるめるめるめる保険料保険料保険料保険料のののの割合割合割合割合のののの順順順順

・平成23年度の一人当たり所得

に占める保険料の割合は現時点

で、１１１１１１１１．．．．９９９９％％％％となっています。

・平成２４年度は、１２１２１２１２．．．．５５５５％％％％

前後となる見込ですが、依然と

して府内では最低水準です。

平成２３年度以降の状況

保険者名

1 泉 南 市 21.14%
2 泉 佐 野 市 20.23%
3 貝 塚 市 20.05%
4 寝 屋 川 市 19.74%
5 藤 井 寺 市 19.54%
6 阪 南 市 19.39%
7 大 東 市 19.26%
8 東 大 阪 市 19.05%
9 堺 市 19.03%

10 松 原 市 18.57%
11 泉 大 津 市 18.47%
12 和 泉 市 18.34%
13 柏 原 市 18.28%
14 富 田 林 市 18.05%
15 守 口 市 18.01%
16 門 真 市 17.87%
17 大 阪 市 17.76%
18 大阪狭山市 17.51%
19 高 石 市 17.31%
20 羽 曳 野 市 17.16%
21 四 条 畷 市 16.65%
22 河内長野市 16.61%
23 岸 和 田 市 16.60%
24 八 尾 市 16.18%
25 摂 津 市 15.17%
26 枚 方 市 15.00%
27 池 田 市 14.56%
28 豊 中 市 14.34%
29 高 槻 市 13.97%
30 茨 木 市 13.73%
31 交 野 市 12.97%
32 吹 田 市 12.34%
33 箕 面 市 11.44%

所得に占める
保険料の負担
割合

（大阪府国民健康保険事業状況から） ７





Ⅱ．制度改正について
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１． 平成24年度実施の制度改正

■ 提示しない場合は、従来どおりの手続きとなります。

■ 入院では、すでに平成１９年度から限度額適用認定証が適用されています。

■ 所得によって、自己負担限度額が異なります。

平成２４年４月１日 「健康保険法施行令等の一部を改正する政令」

Ⅱ．制度改正について

・医療機関窓口で３割(１割)の自己負担分を支払った後、市役所窓口で高額
療養費を申請して受給しています。

・被保険者等は、あらかじめ保険者から「限度額適用認定証」の交付を受け、
医療機関等の窓口で「保険証」とあわせて提示して、自己負担限度額まで
を支払います。

実施時期実施時期

現行は現行は

これからはこれからは

同一の医療機関等において、同一月の外来診療の窓口負担が、自己負担限度額を超える場合同一の医療機関等において、同一月の外来診療の窓口負担が、自己負担限度額を超える場合

・外来診療でも、限度額適用認定証を提示すれば、入院診療と同じように、
支払いが自己負担限度額までになります。

・がんなどの高額な治療薬などがあります。
・ひと月で約１００名が対象となります。

医療機関で、４0万円 の 3割負担となる 12万円万円万円万円 をいったん支払います。
後日、差額の 84,600円円円円 を受け取ります。

【【【【70707070歳未満歳未満歳未満歳未満でででで、、、、低所得低所得低所得低所得のかたのかたのかたのかた・・・・・・・・医療費医療費医療費医療費40404040万円万円万円万円、、、、自己負担限度額自己負担限度額自己負担限度額自己負担限度額 35,40035,40035,40035,400円円円円のののの場合場合場合場合】】】】

医療機関で、自己負担限度額 の 35,400円 を支払います。

現行

これから

１０

外来診療の窓口負担額について



①基礎分：５０万円 → ５１万円
②支援分：１３万円 → １４万円
③介護分：１０万円 → １２万円

・現行の保険料限度額のまま、据え置きになります。

・７０歳以上７５歳未満のかたの負担割合は、現行の１割負担を継続します。

Ⅱ．制度改正について

保険料の上限額について

高齢者のかたの負担割合について

平成２３年度の改正平成２３年度の改正

（Ａ）40歳未満、または65歳以上のかたの

介護分なし①＋② 限度額：６３万円 → ６５万円
（Ｂ）40歳以上で、65歳未満のかたの

介護分あり①＋②＋③ 限度額：７３万円 → ７７万円

内 訳 年齢別

保険料限度額保険料限度額

平成２４年度は据え置き平成２４年度は据え置き

１１



これまでもこれまでもこれまでもこれまでも一件一件一件一件30303030万円以上万円以上万円以上万円以上となるとなるとなるとなる医療費医療費医療費医療費にににに
ついてはついてはついてはついては共同共同共同共同でででで負担負担負担負担していましたしていましたしていましたしていました。。。。

平成平成平成平成27272727年度年度年度年度からからからから
すべてのすべてのすべてのすべての医療費医療費医療費医療費がががが対象対象対象対象となりますとなりますとなりますとなります。。。。

医療費の都道府県単位化

２．医療費の都道府県単位化

・国において、国民健康保険制度の広域化が進められています。
・まず第１段階として、市町村単位で負担していた医療費を、各市町村が共同して、都道府県単位で負担

します。
・開催中の通常国会に、平成２７年４月１日施行とした法案が提出（２月中）される予定です。

・国民健康保険制度において、財政基盤の安定化、保険料負担の公平化、事務の効率化を図り、制度の
持続性を高めるため、保険者を現行の市町村単位から都道府県単位などへと広域化するものです。

・平成３０年度以降の実現に向けて、検討が進められています。

・・・・市町村国保の広域化を進める環境整備のため、医療費の共同負担方式を導入することにより、
まずは、「「「「市町村国保市町村国保市町村国保市町村国保のののの財政運営面財政運営面財政運営面財政運営面でのでのでのでの広域化広域化広域化広域化」」」」が図られます。効果

市町村

国民健康保険連合会国民健康保険連合会国民健康保険連合会国民健康保険連合会
（保険財政共同安定化事業）

市町村

【拠出金】
都道府県全体で必要にな
る医療費の財源として、
各市町村で分担します。

拠出

交付
【交付金】

医療費の実績に応じて、
各市町村に配分します。

市町村

市町村

市町村

市町村

市町村国保の広域化市町村国保の広域化

１２

Ⅱ．制度改正について

平成平成平成平成２７２７２７２７年度実施年度実施年度実施年度実施 ～～～～今国会今国会今国会今国会にににに法案法案法案法案がががが提出提出提出提出されるされるされるされる予定予定予定予定ですですですです～～～～





箕 面 市
緑豊かな北大阪都市みのお

Ⅲ．収納対策



１．平成２３年度の納付催告の取り組み

１５

２０３２０３２０３２０３,,,,８００８００８００８００
千円増加千円増加千円増加千円増加

１１１１,,,,２２０２２０２２０２２０
件件件件増加増加増加増加

337,347337,347337,347337,3472,8182,8182,8182,8184,4344,4344,4344,434合 計

73,024 853 1,444 現年度：滞納額５万円以上

264,323 1,965 2,990 小 計

69,034 577 842 被保険者証更新時交渉

195,289 1,388 2,148 分納再誓約、履行管理交渉
滞

納

分

誓約金額(千円)誓約件数催告対象世帯数対 象 区 分

・平成２３年度の重点施策として、催告対象者の分類・抽出に基づく納付催告の強化に取り組んで
います。

・その結果、平成２３年１２月末現在で前年度末と比べて、すでに誓約件数で１，２２０件の増加、
誓約金額で２億３８０万円の増加となっています。

①①①① 分納分納分納分納増額交渉増額交渉増額交渉増額交渉 ④④④④ よりよりよりより多多多多くくくく文書発送文書発送文書発送文書発送
②②②② 催告催告催告催告対象者対象者対象者対象者のののの分類分類分類分類・・・・抽出抽出抽出抽出 ⑤⑤⑤⑤ 分納誓約分納誓約分納誓約分納誓約のののの履行管理履行管理履行管理履行管理

（（（（優先順位付優先順位付優先順位付優先順位付けけけけ）））） ⑥⑥⑥⑥ 他保険加入他保険加入他保険加入他保険加入のののの調査調査調査調査
③③③③ 保険証保険証保険証保険証更新時更新時更新時更新時にににに交渉交渉交渉交渉 ⑦⑦⑦⑦ 所在不明者所在不明者所在不明者所在不明者のののの調査調査調査調査

133,547133,547133,547133,5471,5981,5981,5981,5982,9562,9562,9562,956合 計

16,750196538現年度:滞納額８万円以上

116,7971,4022,418

滞納者全件対象者
リストを基に、
滞納額毎に、催告
を実施

滞

納

分

誓約金額(千円)誓約件数催告対象世帯数対 象 区 分

重点施策重点施策重点施策重点施策

タイムリータイムリータイムリータイムリー
にににに催告催告催告催告

Ⅲ．収納対策

【平成２２年度】 【平成２３年度】 （平成23年12月末現在）



２．現年度分の月別収納額・収納率

・現年度分（平成２３年度）の収納額は、１２月末現在２３億８，２８４万円で、前年度同月比
３，２６６万円の増加です。

・収納率は、１２月末現在６８．６４％で、前年度同月比０．６９ポイントの増加です。

238,284238,284238,284238,284

14141414,,,,097097097097万円万円万円万円

85,44985,44985,44985,449

67,96767,96767,96767,967

51,23051,23051,23051,230

123,583123,583123,583123,583

178,598178,598178,598178,598

196,713196,713196,713196,713

216,741216,741216,741216,741

115,562

80,506

174,746

193,086

213,616

235,017

307,515

14,410万円

48,838

64,258

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 最終(5月)

68.64%68.64%68.64%68.64%

12.04%12.04%12.04%12.04%

72.65%72.65%72.65%72.65%

57.93%57.93%57.93%57.93%

43.75%43.75%43.75%43.75%
35.74%35.74%35.74%35.74%

51.60%51.60%51.60%51.60%

56.84%56.84%56.84%56.84%

62.52%62.52%62.52%62.52%

33.59%

74.06%

50.65%

55.89%

61.82%

67.95%

89.21%

13.16%

44.04%

57.83%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 最終(5月)

【平成23年度 月別収納額】 【平成23年度 月別収納率】

万円

収
納
額

収
納
率

３３３３,,,,２６６２６６２６６２６６万円万円万円万円のののの
増加増加増加増加ですですですです

００００....６９６９６９６９ポイントポイントポイントポイントのののの
増加増加増加増加ですですですです

H23H23H23H23

H22H22H22H22

H23H23H23H23

１６

H22H22H22H22

Ⅲ．収納対策



３．滞納分の月別収納額・収納率

・滞納分の収納額は、１２月末現在１億６，３８２万円で、前年度同月比５，079万円の増加で、
前年度の累計収納額１億５，４９０万円をすでに上回っています。

・収納率は、１２月末現在２１．９１％で、前年度同月比５．０５ポイントの大幅な増加です。

１７

2,650

1,375万円

5,099

6,967

9,278

11,248

13,007

14,539

16,382

1,242
650万円

2,996

5,745

8,376

4,354

6,995

11,303

9,626

15,490

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 最終(3月)

6.79%

3.52%

6.73%

9.21%

12.29%

14.93%

17.33%

19.40%

21.91%

3.80%

2.38%

4.32%

8.43%

12.41%

6.35%

10.30%

16.86%

14.31%

23.43%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 最終(3月)

【平成23年度 月別収納額】 【平成23年度 月別収納率】

万円

収
納
額

収
納
率

５５５５,,,,０７９０７９０７９０７９万円万円万円万円のののの
増加増加増加増加ですですですです

５５５５....０５０５０５０５ポイントポイントポイントポイントのののの
増加増加増加増加ですですですです

H22

H23

H22

H23

Ⅲ．収納対策



１８

４．現年分収納率の状況

平成平成平成平成22222222年度年度年度年度((((現年分現年分現年分現年分))))収納率府内順位収納率府内順位収納率府内順位収納率府内順位 【【【【 年度別収納年度別収納年度別収納年度別収納状況状況状況状況（（（（現年分現年分現年分現年分））））】】】】（％）

2.5387.94豊中市17

0.3589.21箕面市13

1.3589.19交野市14

0.31 80.02寝屋川市33

0.5285.38池田市26

1.0088.66枚方市15

0.60 89.66貝塚市12

0.74 89.75岸和田市11

-1.02 89.76高石市10

2.45 89.91堺市9

1.09 89.97泉大津市8

1.46 90.34和泉市7

0.37 90.53泉南市6

-0.04 90.63羽曳野市5

0.70 91.40高槻市4

0.05 91.56泉佐野市3

2.40 93.05阪南市2

0.35 93.24河内長野市1

対前年度増減収納率保険者名順位

91.19%

89.21%88.86%
88.54%

90.24%

92.67%
30.8

29.4
28.2

34.934.7
33.7億

0

5

10

15

20

25

30

35

40

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

84%

86%

88%

90%

92%

94%

96%

億円

・・・
・・・

・・・
・・・

・・・
・・・

・・・
・・・

・・・
・・・

・・・
・・・

収納額

収納率

収
納
率

収
納
額

Ⅲ．収納対策

府内府内府内府内３３３３３３３３市市市市のののの平均平均平均平均はははは、、、、８７８７８７８７....５９５９５９５９％％％％ですですですです

３１３１３１３１....１１１１億円億円億円億円のののの
見込見込見込見込みですみですみですみです

８９８９８９８９....５５５５％％％％のののの
見込見込見込見込みですみですみですみです

後期高齢者医療制度の導入による影響です。



１９

５．滞納分収納率の状況

23.43%

21.98%

23.15%

27.03%

17.92%

14.39%

1.5

1.3
1.2

1.1
1.00.9億円

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

1.2010.09池田市18

2.2112.50泉南市12

4.8612.52豊中市11

-0.6612.48阪南市13

1.4912.07泉大津市14

0.25 13.06東大阪市10

0.33 9.45高石市33

2.31 11.95和泉市15

-1.44 13.10茨木市9

-2.71 13.39寝屋川市8

-0.50 14.61吹田市7

2.63 14.90四条畷市6

0.79 16.08柏原市5

-1.54 18.80羽曳野市4

0.23 20.41八尾市3

1.45 23.43箕面市2

-2.11 23.78河内長野市1

対前年度増減収納率保険者名順位

平成平成平成平成22222222年度年度年度年度((((滞納分滞納分滞納分滞納分))))収納率府内順位収納率府内順位収納率府内順位収納率府内順位

億円

【【【【 年度別収納年度別収納年度別収納年度別収納状況状況状況状況（（（（滞納分滞納分滞納分滞納分））））】】】】（％）

・・・
・・・

・・・
・・・

・・・
・・・

・・・
・・・

収
納
額

収納額

収納率

府内府内府内府内３３３３３３３３市市市市のののの平均平均平均平均はははは、、、、１１１１１１１１....４１４１４１４１％％％％ですですですです

２８２８２８２８％％％％のののの
見込見込見込見込みですみですみですみです

２２２２....１１１１億円億円億円億円のののの
見込見込見込見込みですみですみですみです

収
納
率

Ⅲ．収納対策
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Ⅳ．医療費分析



・医科（入院・外来）、歯科、調剤
に分類し、どの診療科が多いのかを
分析します。

・疾病別に分類し、どのような疾病
が多いのかを分析します。

１．医療費分析について

・市国保の医療費を分析した結果をもとに、増大する医療費を抑制する方法を
見つけていきます。

・抽出した医療費の特徴を、医療費抑制にどのように結びつけていくのか、
様々な方法を模索していきます。

レセプトデータレセプトデータ
・疾病別に分類し、どのような疾
病が多いのかを分析します。

医療費の特徴の抽出医療費の特徴の抽出

・平成２２年６月審査分

診療別分析診療別分析
分 析分 析

２１

・平成２３年６月審査分

医療費分析の流れ

疾病別分析疾病別分析

Ⅳ．医療費分析



0.4
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0.8
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脳卒中

心疾患

高血圧・動脈硬化

糖尿病・内分泌代謝疾患

腎不全

その他の内科疾患

整形外科疾患

精神神経疾患
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調剤
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精神神経疾患
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調剤

0.4

0.6

0.8

1

1.2
がん

脳卒中

心疾患

高血圧・動脈硬化

糖尿病・内分泌代謝疾患

腎不全

その他の内科疾患

整形外科疾患

精神神経疾患

その他

歯科

調剤

２． 医療費の府内の市町村との比較

内分泌代謝疾患

＊府内の平均を１とする

箕面市
府内の平均

・内分泌代謝疾患・・・甲状腺障害など

・その他・・・白内障・鼻炎・痔核など

■■■■府内府内府内府内のののの平均平均平均平均にににに比比比比べてべてべてべて のののの医療費医療費医療費医療費がががが高高高高いいいい ■■■■府内府内府内府内のののの平均平均平均平均にににに比比比比べてべてべてべて のののの医療費医療費医療費医療費がががが高高高高いいいい

⑤
④

②

①

③

⑥

⑤

④

③

⑥

②

①

・その他の内科疾患・・・肺炎・貧血・胃潰瘍など

内分泌代謝疾患

箕面市箕面市箕面市箕面市とととと府内府内府内府内のののの市町村市町村市町村市町村のののの平均平均平均平均のののの医療費医療費医療費医療費のののの比較比較比較比較①①①①（（（（比率比率比率比率））））箕面市箕面市箕面市箕面市とととと府内府内府内府内のののの市町村市町村市町村市町村のののの平均平均平均平均のののの医療費医療費医療費医療費のののの比較比較比較比較①①①①（（（（比率比率比率比率）））） 平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年６６６６月審査分月審査分月審査分月審査分平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年６６６６月審査分月審査分月審査分月審査分平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年６６６６月審査分月審査分月審査分月審査分平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年６６６６月審査分月審査分月審査分月審査分

（対府内平均）

①①①①脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中 （１．０９５）
②②②②精神神経疾患精神神経疾患精神神経疾患精神神経疾患 （１．０７１）

④④④④調剤調剤調剤調剤 （１．０４４）
③③③③心疾患心疾患心疾患心疾患 （１．０４４）

⑤⑤⑤⑤がんがんがんがん （１．０４２）
⑥⑥⑥⑥腎不全腎不全腎不全腎不全 （１．０２１）

（対府内平均）

①①①①脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中 （１．１４３）
②②②②精神神経疾患精神神経疾患精神神経疾患精神神経疾患 （１．０９４）

④④④④調剤調剤調剤調剤 （１．０３１）
③③③③歯科歯科歯科歯科 （１．０５６）

⑤⑤⑤⑤がんがんがんがん （１．０２２）
⑥⑥⑥⑥そのそのそのその他他他他 （１．０１４）

２２

（順 位） （順 位）

・大阪府立健康科学センターの技術的支援により、箕面市と大阪府内の市町村平均の医療費とを
比較し、地域の医療費を高めている要因をさぐり、医療費抑制にどのように結びつけていくのか、
様々な方法を模索していきます。

Ⅳ．医療費分析

・



0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000
がん

脳卒中

心疾患

高血圧・動脈硬化

糖尿病・内分泌代謝疾患

腎不全

その他の内科疾患
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調剤
（２７３，５３２千円）

（１３１，９６０千円）

（１７６，２３８千円）

（１５０，６５９千円）

（１４８，７５６千円）

（２５４，９０８千円）

（７３，３９４千円）

（９２，７７０千円）

（９５，３９７千円）

（９２，２６０千円）

（１２５，４９９千円）

（１７５，３２５千円）箕面市の医療費（　　    ）内

府内の市町村の平均の医療費

箕面市箕面市箕面市箕面市とととと府内府内府内府内のののの市町村市町村市町村市町村のののの平均平均平均平均のののの医療費医療費医療費医療費のののの比較比較比較比較②②②②（（（（金額金額金額金額））））箕面市箕面市箕面市箕面市とととと府内府内府内府内のののの市町村市町村市町村市町村のののの平均平均平均平均のののの医療費医療費医療費医療費のののの比較比較比較比較②②②②（（（（金額金額金額金額））））

（単位：千円）

平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年６６６６月審査分月審査分月審査分月審査分平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年６６６６月審査分月審査分月審査分月審査分

■■■■府内府内府内府内のののの市町村市町村市町村市町村とのとのとのとの差額差額差額差額

（順 位） （箕面市－府内平均）

・その他・・・白内障・鼻炎・痔核など

・内分泌代謝疾患・・・甲状腺障害など

・その他の内科疾患・・・肺炎・貧血・胃潰瘍など

２３

①①①①脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中 （１５，７３６千円）
②②②②精神神経疾患精神神経疾患精神神経疾患精神神経疾患 （１２，９６６千円）

④④④④歯科歯科歯科歯科 （ ７，０３４千円）
③③③③調剤調剤調剤調剤 （ ８，２０７千円）

⑤⑤⑤⑤がんがんがんがん （ ３，８４４千円）
⑥⑥⑥⑥そのそのそのその他他他他 （ ２，３６８千円）

①

②

③

④

⑤

⑥

Ⅳ．医療費分析



比較の結果

・医療費分析等を共同実施している大阪府立科学センターの意向を踏まえ、
今回は、まず、脳卒中と調剤の医療費を高めている要因を調査・分析します。
その結果を市健康増進課、大阪府立健康科学センターと連携をとり、医療費
抑制につなげていきます。

・医療費分析等を共同実施している大阪府立科学センターの意向を踏まえ、
今回は、まず、脳卒中と調剤の医療費を高めている要因を調査・分析します。
その結果を市健康増進課、大阪府立健康科学センターと連携をとり、医療費
抑制につなげていきます。

・脳卒中、精神神経疾患、調剤、がんの医療費が、平成２２年、平成２３年とも
府内の市町村平均より高くなっています。

・脳卒中、精神神経疾患、調剤、がんの医療費が、平成２２年、平成２３年とも
府内の市町村平均より高くなっています。

分析・調査

・今後は、精神神経疾患やがんなどの高額な医療費についても、調査・分析を行
うとともに、１件あたりの医療費が高い疾病について市立病院と連携し、
調査・分析を行うなど医療費抑制に努めていきます。

・今後は、精神神経疾患やがんなどの高額な医療費についても、調査・分析を行
うとともに、１件あたりの医療費が高い疾病について市立病院と連携し、
調査・分析を行うなど医療費抑制に努めていきます。

課 題

２４

Ⅳ．医療費分析



（１）脳卒中の医療費の分析

・脳卒中の入院の医療費が高い原因を分析するため、平成２３年６月審査分のレセプトから、脳卒中
で入院されていた対象者を全件（４４名）を抽出し、保健師により、アンケート及び訪問調査を実
施します。

２５

・脳卒中の医療費を高めている原因は、入院医療費となっています。

箕面市と府内の市町村の平均との比較（入院・外来別）

脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中のののの医療費医療費医療費医療費のののの比較比較比較比較（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年６６６６月審査分月審査分月審査分月審査分：：：：１１１１かかかか月分月分月分月分））））

調査内容

・病名や病歴を調査することによって、脳卒中の発症予防の分析が行えます。

①病名・病歴は？①病名・病歴は？

脳内出血、くも膜下出血、脳梗塞など 高血圧、脂質異常、糖尿病など

病 名病 名 病 歴病 歴

発病予防発病予防

１．１４３１０９，７６５１２５，４９９合 計

０．７９６１７，６７５１４，０７０外 来

１．２１０９２，０８８１１１，４２９入 院

対 府内の市町村平均（①／②）②府内の市町村平均（千円）①箕 面 市 （千円）

スケジュール
２月中旬～３月上旬 ３月中旬～３月下旬

アンケート・訪問調査の実施 集計・分析

Ⅳ．医療費分析



・調査の結果、入院期間が長期に及んでいるケースが多いということになれば、その原因を調査内容から分析
し、対策を検討する必要があります。

・発病前の日常生活状を調査することにより、それらにスポットをあてた対策が行えます。

・調査の結果、医療機関や健診の受診歴のないケースが多いということになれば、健診のさらなるＰＲや健診
受診後の要医療者への受診勧奨を行っていく必要があります。

③ 入院期間は？③ 入院期間は？

④ 日常生活の状況は？④ 日常生活の状況は？

⑤ 発病までの医療機関の受診歴は？
⑥ 健診の受診歴は？

⑤ 発病までの医療機関の受診歴は？
⑥ 健診の受診歴は？

・原因となった生活習慣や病気の状況にスポットをあて、早期発見・治療、再発防止
のための保健指導や健診の利用を促進していきます。

分析と対策分析と対策

２６

・調査の結果、再発のケースが多いとなれば、初発治癒後の健康管理に問題がなかったかを分析し、再発防止
のための対策を検討する必要があります。

② 初発か再発か？② 初発か再発か？

Ⅳ．医療費分析



（２） 調剤の医療費の分析

・調剤レセプトを男女別・年齢別に約４００件抽出し、対象者にアンケート調査を実施します。

調剤薬局利用者へのアンケート調査調剤薬局利用者へのアンケート調査

・ジェネリック医薬品の使用状況を把握し、使用され
ていない場合の原因を調査・分析し、ジェネリック
医薬品の使用を促進していきます。

分析と対策分析と対策

２７

■■■■ ジェネリックジェネリックジェネリックジェネリック医薬品医薬品医薬品医薬品のののの使用状況使用状況使用状況使用状況などなどなどなど

・「おくすり手帳」を利用することにより、他の病院などで薬が処方された場合に、薬が重なっていな
いかについて確認できるなど、薬を適正に管理することで医療費抑制につながります。

■■■■「「「「おくすりおくすりおくすりおくすり手帳手帳手帳手帳」」」」のののの利用状況利用状況利用状況利用状況

調剤調剤調剤調剤のののの医療費医療費医療費医療費のののの比較比較比較比較（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年６６６６月審査分月審査分月審査分月審査分：：：：１１１１ヶヶヶヶ月分月分月分月分））））

・調剤の医療費が高い結果を踏まえて、平成２３年６月審査分のレセプトから、調剤薬局を
利用している対象者を抽出し、ジェネリック薬品の使用状況の分析と「おくすり手帳」の
利用状況を把握するためのアンケート調査を実施します。

１．０３１２６５，３２５２７３，５３２調 剤

対 府内の市町村平均（①／②）②府内の市町村平均（千円）①箕 面 市 （千円）

内 容内 容

◆希望したことがない場合、希望しない理由はなにか。◆希望したことがない場合、希望しない理由はなにか。

◆ジェネリック医薬品を希望したことがあるか。◆ジェネリック医薬品を希望したことがあるか。

例例

◆持っていない場合、理由はなにか。◆持っていない場合、理由はなにか。

◆「おくすり手帳」を持っているか。◆「おくすり手帳」を持っているか。

例例

・「おくすり手帳」の利用状況を把握し、利用されて
いない場合の原因を調査・分析し、「おくすり手帳」
の利用を促進していきます。

分析と対策分析と対策

スケジュール
２月中旬～２月下旬 ３月上旬～３月中旬

アンケート実施 集計・分析

Ⅳ．医療費分析


